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１．原論 

・「家にいること（at home）」の力 

・民家：常民（≒農民、職人、商人⇔貴族、武家、僧侶）の住まい 

・今和次郎（1888-1973）青森県弘前市生まれ、東京美術学校図案科卒、早稲田大学で教鞭 

白茅会（1917）参加、柳田国男に師事、神奈川県内郷村調査（1918）、『日本の民家』（1922） 

 

２．前近代 

・立地環境：所在（北国、南島、農村、山村、漁村、街場…）と素材（木、紙、土、石…） 

・外観：屋根（切妻、入母屋、寄棟…）と外部施設（門、塀、井戸、厠、牛馬舎…） 

・内部構造と使用法：間取り（ex「田の字型」）、火まわりと水まわり、神棚と仏壇、 

・今和次郎 1958「住居の変遷」：土間＝原始／板間＝貴族様式／畳間＝武家様式 

・日本の「住」の特徴：モジュール性（modulability）、移動性（mobility）、可変性（flexibility） 

 

３．近代 

・「団地」の誕生：日本住宅公団法（1955） 

・ＤＫスタイル：「食寝分離」「分離就寝」 

・さまざまな耐久消費財：電気冷蔵庫、電気洗濯機、白黒テレビ… 

・団地的ライフスタイル：ホワイトカラーの父、専業主婦の母、そして子ども 

 

４．現在 

・「環境」からの離脱／「生活＝消費空間」化／「情愛空間」化 

・持続する民家／持続するモノ／持続するカタチ・暮らし方… 

・ＤＫスタイル／団地的ライフスタイルの陥穽 

・住むことをめぐる多様な問題／持続可能な住のデザインのために 
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西川卯三 1965『住み方の記』中央公論社 

青木俊也 2001『団地２DK の暮らし―再現・昭和 30 年代―』河出書房新社 

鈴木成文編 2002『住まいを語る：体験記述による日本住居現代史』建築資料研究社 

藤森照信 2005『人類と建築の歴史』ちくまプリマー新書 

五十嵐太郎 2006『現代建築に関する 16 章：空間、時間、そして世界』講談社現代新書 

瀝青会 2012『今和次郎「日本の民家」再訪』平凡社 

中谷礼仁 2017『動く大地、住まいのかたち：プレート境界を旅する』岩波書店 

［関連施設］ 

大阪市立すまいのミュージアム（大阪市天神橋筋） 日本民家集落博物館（豊中市服部緑地） 
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